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化学物質安全性(ハザード)評価シート 
 

整理番号 2001－11 官報公示 
整理番号 

3－503(化審法) 
1－59(化学物質管理促進法) CAS番号 140－66－9(tert-)

1806－26－4(n-)

 
 
 
名  称 

 
 
 

4-オクチルフェノール 

 
別名： p-オクチルフェノール

 
 
 
構 造 式

 
 

 

 
 
 

HO C8H17

 
 

 

分 子 式 C14H22O 分 子 量 206.32 
化学物質管理促進法では「4-オクチルフェノール」となっているが、以下については特に断
りがない限り「4-tert-オクチルフェノール」について記述する。 

市場で流通している商品(代表例)：主に 4-tert-オクチルフェノールが商品化されている1) 
純 度      ：99％以上 
不純物      ：2-オクチルフェノール 
添加剤または安定剤：無添加 

1. 物理・化学的性状データ 
 外 観：白色固体2) 

 融 点：83.5-84.0℃2) 

 沸 点：276.0℃2) 
 引 火 点：138℃2) 
 発 火 点：文献なし 

 爆 発 限 界：文献なし 
 比 重： 120

4d 0.8892) 

 蒸 気 密 度：該当せず 
 蒸 気 圧：該当せず 
 分 配 係 数：log Pow；1.4(実測値)3)、5.28(計算値)4) 
 加水分解性：加水分解を受けやすい化学結合なし 
 解 離 定 数：文献なし 
 スペクトル：主要マススペクトルフラグメント 

m/z 107(基準ピーク, 1.0)、108(0.18)、206(0.12)5) 

 吸 脱 着 性：土壌吸着係数 Koc；18,0006) 
 粒 度 分 布：文献なし 
溶 解 性：水に不溶3) 

 換 算 係 数：該当せず 
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 2. 発生源・暴露レベル 
製造量等：平成 10年度  tert-体；7,863 t (製造  7,863 t  輸入 0 t)7) 

 n-体； 10,606 t (製造 10,606 t  輸入 0 t)7) 
放出・暴露量：文献なし 

用  途：tert体；油溶性フェノール樹脂(タッキファイアー、印刷インキ、ワニス)、界面
活性剤(繊維油剤、ポリマー用、農薬用)1) 

n体；有機合成中間体1) 

 
 
3. 環境運命 
1) 分解性 
好気的 
難分解8) (化審法) 
試験期間 被験物質 活性汚泥

2週間 100 mg/L 30 mg/L 
BODから算出した分解度 

0％ 

嫌気的 
報告なし。 
非生物的 
報告なし。 

 
2) 濃縮性 

低濃縮8)  (化審法) 
脂質含量 試験期間 
－ 8週間 

 試験濃度 濃縮倍率 
第 1区 0.1 mg/L 113～469 
第 2区 0.01 mg/L 12～135 

 
3) 環境分布・モニタリングデータ 

検 出 例 と 検 出 範 囲 
水質 ppb 底質 ppm 水生生物(魚類を含む)ppm 

実 
施 
年 
度 

 
検出物 

 
 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

(昭)529) 
 

n-体 
 

0/6  
－ 
(0.04～1.5) 

 2/6 
0.004 

(0.004～0.058)
調査データなし 

(平)1010) 
 

n-体 
0/101 
－ 
(0.01) 

0/152 
－ 
(0.005) 

0/141 
－ 
(0.0015) 
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 検 出 例 と 検 出 範 囲 
水質 ppb 底質 ppm 水生生物(魚類を含む)ppm 

実 
施 
年 
度 

 
検出物 

 
 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

B/A 
検出範囲 
(検出限界) 

(平) 

10 

 
tert-体 

44/101 
ND～0.33 
(0.01) 

11/152 
ND～0.045 
(0.005) 

16/141 
ND～0.030 
(0.0015) 

           B/Aは検出数／検体数を表す。 
           NDは検出限界以下を示す。 
 
 
4. 生態毒性データ 

 

分類 生物名 LC50(mg/L) 
(暴露時間) 

EC50(mg/L) 
(暴露時間) : 影響指標 毒性区分*11) 

藻類 Selenastrum 
 capricornutum12) 

 (セレナストラム) 

  0.383(72-h) : 増殖阻害 急性カテゴリー1 に
相当 

甲殻類 Daphnia magna12) 

 (オオミジンコ) 
Daphnia magna12) 

 (オオミジンコ) 

 
 

 0.417(48-h) : 遊泳阻害 
 
 0.108(21-d) : 繁殖 NOEC 

急性カテゴリー1 に
相当 

魚類 Oryzias latipes12) 

 (メダカ) 
Oryzias latipes12) 

 (メダカ) 

 0.0878(96-h)
  
> 0.0921(96-h)

－ 
 
 0.0368(14-d) : 成長 NOEC 

急性カテゴリー1 に
相当 

      * ：OECD分類基準に基づく区分 
      －：データなし 
 メダカにふ化後１日から６か月間本物質を暴露させた実験では、25 µg/L以上で求愛行動
の変化、50 µg/L以上で追尾行動及び交叉行動の変化並びに受精率の低下がみられるという
報告がある13)。 
また、ニジマス及びローチの雄成魚を 21日間飼育した実験では、ビテロジェニンの誘導
がそれぞれ 10 µg/L及び 100 µg/Lで有意にみられるという報告がある14)。 

 
 

5. ほ乳動物毒性データ 
1) 急性毒性 
報告なし。 

 
2) 刺激性・腐食性 
報告なし。 

 
3) 感作性 
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 報告なし。 
4) 反復投与毒性 
(1) 皮下投与 
幼若雌ラットに 10 mg/匹を 3日間投与した子宮増殖試験で、子宮重量の増加がみられ
ている15)。 
ラット雌に 12.5、25、50、100 mg/kg/dayを 28日間投与した実験で、50 mg/kg/day以上
で性周期の異常、血清 17β-エストラジオール濃度の減少、100 mg/kg/dayで持続性発情、
子宮内膜の増殖がみられている16)。 
卵巣摘出ラットに 6.25、12.5、25、50、100 mg/kg/daydeで 2日間または 14日間投与し
た実験で、子宮重量及び子宮口の上皮高の増加がみられている。また、14 日間投与にお
いて膣スメアーの発情変化が認められている。14 日間投与の場合、本物質がラットに対
しエストロジェン様作用を示す最少濃度は、25 mg/kg/day で、その時の血清中濃度は約
80 ng/mLとされている17, 18)。 
新生児雄ラットに 100 mg/kgで生後 24時間以内に投与後、1日おきに 100 mg/kg/dayで
生後 15日目まで投与した実験で、7週齢までテストステロン濃度の減少、精巣、前立腺、
副睾丸の重量減少がみられている。また、18 週齢でも副睾丸の精子数の減少が認められ
ており、本物質へ新生児が高用量で暴露された場合、本物質のエストロジェン様作用の

ため、雄生殖器は長期的に影響を受けることを示唆している19)。 

 
5) 変異原性・遺伝毒性 
報告なし。 

 
6) 発がん性 

報告なし。 

 
7) 生殖・発生毒性 
(1) 経口投与 
本物質の 10、100、1,000 µg/LをWistarラットの分娩後 22日間、飲水投与した実験で、
生後 22日目及び 90-95日目の体重の増加がみられ、100 µg/L以上で雄出生児の精巣重量
の減少と腎臓重量の増加がみられる20)。 
また、母動物に交配 2 週間前から妊娠中を通して分娩後 22 日目まで飲水投与した実験
でも出生児の生後 22 日目及び 90-95 日目の体重の増加がみられ、雄出生児の精巣重量、
腹葉前立腺重量、腎臓重量の減少がみられる。この実験で精巣の形態及び精子形成サイク

ルのⅦ-Ⅷステージを観察したところ、異常はみられていないが、1日あたりの精子形成量
が 10-21％低下している10)。 
ラットに 0.2、20、200、2,000 ppmで混餌投与した二世代繁殖試験(EPAプロトコール)
で、2,000 ppmで母動物及び次世代の体重増加抑制がみられた他、膣開口及び包皮分離発
現日齢のわずかな遅延がみられているが、これらは体重増加抑制に対応した変化と判断さ

れている。生殖に関する種々のパラメータ、精巣、前立腺及び卵巣の重量あるいは形態、
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 精子の数、運動性、形態、性周期に異常はみられず、エストロゲン様の影響はみられてい
ない21)。この結果から NTPの内分泌攪乱に関する low-dose peer reviewでは、本物質には
内分泌攪乱物質で議論されているような低用量影響(Low dose effect)はみられないとして
いる22)。 
(2) 皮下投与 

4-オクチルフェノールを妊娠ラットに 600 mg/kgで妊娠 11.5日目、15.5日目に皮下投与
し、17.5日目に胎児を取り出して SF-1(ステロイド合成因子-1、生殖腺の分化に必須)の発
現レベルを調べた実験では、精巣において、セルトリ細胞と間細胞における SF-1 の発現
量の減少と、SF-1の mRNAの総量が減少したが、卵巣では変化が見られていない。この
結果から、セルトリ細胞由来のエストラジオールは胎児の精巣における SF-1 の生理学的
制御に重要であり、本物質の暴露は精巣の正常な発育にかかわる遺伝子カスケードに変化

をもたらし SF-1の発現に影響する事を示唆している23)。 
4-tert-オクチルフェノールを妊娠ラットに妊娠期間の終わり 4日間に 40 mgを経皮投与
し、引き続き出生児に生後 1-4日に 2 mgを皮下投与して 60日齢で脳を剖検した実験では、
雌雄いずれも脳の SDN-POA(視索前野性的二型核)に影響はみられず、本物質投与による
脳の性分化への影響がないことを示唆している8)。 
オクチルフェノール(詳細不明)をヒツジに 1 mg/kg/dayを 2日間/週で妊娠 70日目から
出産時まで投与した実験で、新生児において精巣重量、セルトリ細胞数、下垂体中での

FSHβの mRNAレベルと FSHβ陽性細胞数減少がみられている24)。 
(3) 静脈内投与 
オクチルフェノール(詳細不明)をヒツジに 1 mg/kg/dayを妊娠 110日目から 115日目ま
での 6日間投与した実験で、胎児の血液中 FSH濃度の減少がみられている12)。 
(4) in vitroの実験 

Reporter gene assay においてオクチルフェノール(詳細不明)はエストロゲン受容体を
介してエストロゲン応答性遺伝子であるプロラクチン遺伝子の発現を誘導するが、その

強度は 17β-エストラジオールの 1/1,000程度と報告されている25)。 

 
 
6. ヒトへの影響 
1) 急性影響 

報告なし。 

 
2) 慢性影響 
報告なし。 
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 3) 発がん性26, 27, 28) 

機 関 分 類 基 準 

EPA  － 2000年現在発がん性について評価されていない。 

EU  － 2000年現在発がん性について評価されていない。 

NTP   2000年現在発がん性について評価されていない。 

IARC  － 2000年現在発がん性について評価されていない。 

ACGIH  － 2000年現在発がん性について評価されていない。 

日本産業衛生学会 － 2000年現在発がん性について評価されていない。 

ヒトでの発がん性に関する報告はない。 

 
4) 許容濃度27, 28) 

機関名 許容濃度 経皮吸収性 

ACGIH(2000年) 記載なし － 

日本産業衛生学会(2000年) 記載なし － 

 
 
7. 生体内運命 
報告なし。 

 
 

8. 分 類(OECD分類基準) 

 

区 分 分 類*11) 

急性毒性 データがないため分類できない 

水圏生態毒性 急性カテゴリー1 

*本調査範囲内のデータを適用した場合の分類であり、最終的なものではない。 
急性毒性分類：OECD の急性毒性分類カテゴリーに基づき、より強い毒性を示す経路で

の値を用いて分類 
水圏生態毒性分類：OECD の急性毒性分類カテゴリーに基づき、最も強い毒性を示す水

圏環境生物種での値を用いて分類 

 
 
9. 総合評価 
1) 危険有害性の要約 
本物質はラットでの子宮増殖試験で子宮重量の増加、28日間反復投与試験で性周期異常、
子宮内膜の増殖、エストラジオール濃度の減少がみられる他、生殖・発生毒性試験におい

て、ラット児での精巣重量の減少、精子形成能の低下等、ヒツジ児での血中 FSH レベル、
下垂体中 FSHβの mRNAレベル、FSHβ陽性細胞数、精巣重量、セルトリ細胞数の減少等
がみられている。また、レポータージーンアッセイでは、17β-エストラジオールの 1/1,000
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 程度の活性がみられ、本物質にはエストロゲン様作用があると考えられる。ラットでの二
世代繁殖試験の結果では、高用量では体重増加抑制と膣開口及び包皮分離発現日齢のわず

かな遅延がみられたものの、低用量での内分泌攪乱の影響はみられないと結論されている。

その他の刺激性、変異原性、発がん性等については、ヒト及び実験動物ともに報告されて

いない。 
本物質は環境中に放出された場合、物理化学的性状から考えて主として水圏、土壌及び

底質に分布するものと予想される。水圏では生分解されにくいが、濃縮性は低い。環境省

のモニタリングデータでは底質から検出されたことがあり、平成 10 年度の環境省の全国
一斉調査では水質、底質及び水生生物のいずれからも検出されている。水圏環境生物に対

する急性毒性は非常に強い。 

 
2) 指摘事項 
(1) 本物質には弱いエストロゲン様作用が認められる。 
(2) 実験動物の胎児期暴露あるいは授乳期の母獣への暴露により児の精巣に影響する。 
(3) 水圏環境生物に対する急性毒性は非常に強い。 
(4) 化学物質管理促進法の第一種指定化学物質に指定されており、排出量の管理が必要であ
る。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 平成 13年 7月作成
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